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方滋　 卵zo χ と斗乳 に衣A]     ジョ 鵠/t がi.  ヵ・バ 幻　 ブ■  r   ツ趙22 糾 い・バc]　r  ドゥ嫌 川

Ｘ・ ショ籾7-iZ 這冬通f ，の三種類 。フ' r インブ1  i-k みし， 爽,晩試料 い た・

加馳%  iiに聡 子。UO'C  に冴備り 勤八n 試 料I  , ヒー- ターと善 器 いt 用 にi 速碁 い・熱

をレ ダo  外周 の私彪利 用によ') 行 なっ た 。

上記冬試 料 にっい7   ，粘 隻 ，硬 度,  紅i 量i 測 定I.　 色 パ払 硬^   ,   ロ蝕 ウ に関il ，

集 到試験 法,   並αu  i|^祠l ＼i 'A によ1 官能 検 査i  iff  I.- , 比 較掩討 しTこ，
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官能 倹 査利 果iJ , 詣  ?J 1-- 為･>･ -(  ,   色,  f乳, 硬ト □ 触 川;  関I  T  ， 心式料/U にI  % 差

心‘認。 ら載^- 。>i$躬)咳はI-  I.-い-f は.  昧 に1  竟美球認 め られ1' 。

A－53 マヨネーズの材料配合 比･こよ副左仇の変化

日本女大家政　 Ｏ中畑 言手　大沢|よよ子　赤羽ひろ　品川弘子

目的　 マヨ   %  -ズ‘')材料 配合比(こよi    ')■生状 の友化･こついｰ( ， れﾉ気pH. 色度， テ クスチ

ャ- 特性値， 嗜好 特 性 な ど，差 遣 的，喫 肉的 立場 ヵヽ ら実験検討 り 予った。

方法　 油,   if, 卯黄 の3  威 分･; つり マ，ふ 政打と のf- 純格 子計画 法I- 従O    X試料 と得 だ，

材料 配合 は油 認 へμ °A,  蔚賢, タ~ZXS'A ， 卯需g よ, バ,£'A の範出 のも のとL,      f 雄 子,か』 配

合 比 のi) IT) と試料 としt-~。試料調製 にit マ ヨ ネ- デ ーを使 用L    た.   粒波 測 定 にli. コ-  ルタ

ーカウ ン9  -  を用 い，粒 径別体積 石巻 李 ヒ累積体積 洒介 半 を淑め た。 色度 測定 四 り 伐 色

洩 計 と用 へ 明度 ， 色札 彩 度 ， 色五 を一得 た。i た， レオロｙ 一タ ー と用 ら テ クスチャ

ー特性 値 としr 硬 さ, 付着性 と得 た。 官能検 査ヽはf  格 孔いり試 料 にっ?  ,   フ ク合 い不完啼

型実験 計画 法 に従っマ行 っ几。嗜好 特 性値 t し｀(は軋 硬 さ， 酸氏 油 味，総合評 価 につ

い^ ，7 点評 点法,こよク評 価 した, ﾉぐネル は1 試料 にフ さ，^ ぷ を絹 い た。

結 果 各試料 の客 観f則定値ヵ` b  , 材料 配合 比 にI  るZ 次 の雅 之式 と推 定曲線 がヽ 'A ら れた。

平 均粒径 は3.!rへぴ ．2j^-nの範回 にあ･) ,   油 とmi りり夕v> もの″ 小 さ 八 酢 ゜多V >も のが大

き い･ 副 は酢 と卯黄・ に影響 し  -7由の影 響it 少 な い。硬 きIt 油･り夕い ものヵ゙` 硬<  。 酢 の夕

い ものダ軟i, ヵヽ い。明度 は酢,こ影響 き几， 色相 ，彩 度メ と い こ卯黄‘ 影゙ 響 された。 官能検

釦 こi   3 各<4 好 特性 についt,   各試科 の干均評,を,と埓，巻 散 泰料 の結果， いダ れも試 行間

に有竟 左ヵヽ`認It) られ/~. 各4 好 特性 についX  .    2 次 よﾉ- It 3 >欠の推 定式 と推 定曲線ヵヽ` 得゙ ら

れた。油If- ･/.,酢//.f'A,   卯黄/にsy. 近辺 の配合 比 のも のが大}まれ八。なJ昿　この配合 比

のマa ネ ーズはノぐネ ル にI  i  ,   /-isテ斗 サンタ≒ 甲 い^  り ぺ い と判町 された。




